
川崎医療福祉学会誌 　���� �� 　��� � 　�		� 　��
��
�

資 　料

看護学生の健康食品利用状況に関する調査
� 属性，食生活，食習慣，食事指導の考え方との関連 �
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は じ め に

健康食品の利用者は急増しており，なかには安易
に利用して社会問題となる場合�� もみうけられる．

また，健康食品のなかには薬効に影響を与えるもの
もあり，食品に分類されていても医療従事者も無視
できない現状がある．しかし，医療従事者には健康
食品に対する意識が薄く，また知識も不足してい
る��といわれている．患者のなかには，薬と健康食
品を併用している人も多い��．入院時，健康食品を
持参している場合もあるが，薬と違って健康食品の
利用については医療従事者に相談されることはほと
んどない．本間ら ��の調査でも，治療薬を服用中の

患者が，健康食品を利用する際医療従事者に約 �割
の人は相談しないという結果であった．このような
現状から，今後は，特に患者の身近にいる看護者が
健康食品の利用について，アドバイスできることが
必要になると予測される．
そこで，将来健康食品の利用について，指導能力

が求められる職業のひとつである看護者を目指す学
生の，健康食品の利用等に関する実態を把握して，
今後の教育に役立てたいと考えた．このため，今回

は看護学生が，どの程度健康食品を利用しており，
それは属性，食生活，食習慣および食事指導の考え
方と関連があるのか調査した．

研 究 目 的

看護学生を対象に，健康食品の利用状況と属性，
食生活，食習慣および食事指導の考え方との関連を
明らかにする．

研 究 方 法

�．対象と実施時期

看護系大学の �年生と �年生の女子学生を対象に，

�		
年 �月に実施した．健康食品の利用に関する厚

生労働省の調査��からも，健康食品の利用状況には
男女差が見られる．そこで，今回対象とした看護学

生には男子学生が少数であったため，本研究では女
子学生のみを対象とした．また，調査には大学生活
に慣れない時期の �年生と，臨地実習中による生活
の変化が考えられる �年生は対象にしなかった．�

年生の臨地実習が始まる前の時期を選択して，�年
生・ �年生ともに �月に調査を実施した．
�．調査内容

健康食品の利用状況と属性，食生活，食習慣および
食事指導の考え方について，アンケート調査を行っ

た．尾岸ら ��の研究結果を参考に，健康食品の利用
状況に関連がある要因として，属性，食生活，食習
慣および食事指導の考え方を抽出した．尾岸ら ��の
研究対象は看護師であることから，要因ごとの具体
的な質問内容については，本研究が看護学生対象で
あることを考慮しながら独自に作成した．
�．分析方法

食習慣は「そうである」から「そうでない」まで
の �段階尺度で質問し，「そうである」から順に �点

から �点を配し得点化した．質問に対して「そうで
ある」と回答した場合が �点で，高い得点が必ずし
も望ましい習慣をあらわしているわけではない．
食事指導の考え方については，「思う」「どちらで

もない」「思わない」の �選択肢で質問し，「思う」か
ら順に �点から �点を配し得点化した．これも，質
問に対して「思う」と回答した場合が �点で，高い
得点が必ずしも望ましい食事指導の考え方をあらわ
しているわけではない．

健康食品の利用状況については，地域流通経済研
究所が行った調査��の区分を参考に，「良く利用す
る（常にまたは週に �� �回程度以上の利用と説明
した）」「たまに利用する（月または年単位で数回利
用する程度と説明した）」「利用しない（全く利用し
ない場合と説明した）」で回答を求めた．対象者を
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この健康食品の利用状況によって �群に分けて比較
した．�群の比率の差は �� 検定を，平均値の差の
検定は分散分析を用いた．分散分析で有意差が認め
られた場合には，多重比較を行い ������の方法を

使用した．
�．倫理的配慮

対象学生には，平日に授業が終了した後講義室に
残ってもらい研究の依頼を行った．研究の趣旨，調
査への協力は自由意志であり，協力の有無は成績と
は無関係であること，調査用紙は無記名で，結果は
統計的に処理され，プライバシーは保護すること，
結果は学会・学会誌等で発表することを口頭で説明
した．その上で，調査用紙を配付した．

協力に合意した学生は，講義室に置いた提出用の
箱に調査用紙を入れるよう依頼し退出した．提出用
の箱は，�時間後に回収した．

結 果

アンケート用紙は，看護学生 �年生��人に配付し，


人（回収率
����）から提出があった．有効回答
は
�人（有効回答率
����）であった． �年生は
�

人に配付し，
	人（回収率
����）から提出があっ
た．有効回答は�
人（有効回答率
����）であった．

健康食品の利用状況について，「良く利用する」と
回答した学生は��人（�����，利用有群とする），「た

まに利用する」と回答した学生は��人（���
�，中
間群とする），「利用しない」と回答した学生は��人
（�����，利用無群とする）であった．
�．健康食品の利用状況と属性

健康食品の利用状況と学年，自宅暮らしか否かに
ついて質問した結果は，表 �のとおりである．
学年，自宅暮らしか否かについて，�群間に有意

差は認められなかった．統計的な差はなかったが，
利用有群には �人暮らしの学生が多いようであった．
�．健康食品の利用状況と食生活

健康食品の利用状況と食生活について質問した結
果は，表 �のとおりである．
「大学入学前の食事の作り方」「大学入学後の食

事の作り方」においては，いづれも �群間に有意差
（��	�	�）が認められた．どちらにおいても，利用
有群には「外食や買ってきた惣菜がほとんど」とい
う食事をしている学生が多かった．
「朝食の摂取」については，�群間に有意差はみ
られず，�群とも似通った比率であり，朝食を規則
正しく摂取するかどうかは健康食品の利用との関連
は認められなかった．
�．健康食品の利用状況と食習慣

健康食品の利用状況と食習慣について質問した結
果は，表 �のとおりである．
「落ち込んでいる時何か食べたくなるか」という

表 � 健康食品の利用状況と属性

表 � 健康食品の利用状況と食生活



看護学生の健康食品利用状況に関する調査 �
�

表 � 健康食品の利用状況と食習慣

質問の回答においては，�群間に有意差は認められ
なかった．
「太らないように注意しているか」という質問の
回答については，群間で有意差が認められた．利用

有群は，中間群（��	�	�）や利用無群（��	�	�）よ
りも，太らないように注意していた．
�．健康食品の利用状況と食事指導の考え方

健康食品の利用状況と食事指導の考え方について
質問した結果は，表 �のとおりである．

表 � 健康食品の利用状況と食事指導の考え方

「患者に食事指導することは難しいと思うか」と
いう質問の回答においては，�群間に有意差は認め
られなかったが，利用無群は中間群に比べて難しい
ととらえている傾向（��	��）がみられた．
「食事指導を自分だったら守れると思うか」「厳し
く食事指導する方だと思うか」という質問の回答に
ついては，�群間に有意差は認められなかった．

考 察

看護学生の健康食品利用状況は，学年間では差

がなかった．利用有群である「良く利用する」に該

当する他の調査結果をみると，�	代の一般女性を
対象とした調査��では�����であった．看護学生は
�����であったことから，同年代の女性のなかでは，
看護学生の利用は少ないといえる結果であった．

利用有群の特徴として，大学の入学前・後にかか
わらず食事が手作りではなく，「外食や買ってきた
惣菜がほとんど」である学生が多かった．特に，入
学後には多くなっている．これは，大学へ入学して
�人暮らしする学生が増えたことが影響していると
考えられる．利用有群に �人暮らしの学生が多いこ
とからも推測される．
さらに，利用有群は「太らないように注意してい
る」者が有意に多い．このことから，外食や買って

きた惣菜がほとんどという栄養の偏りや，太ること
を気にしたダイエット食で栄養のバランスが悪く
なっていることを補う目的で健康食品を利用してい
ることが推測された．逆に，利用無群は健康食品に
頼ることなく，栄養のバランスを考えて手作りの食
事をしていることが浮き彫りになった．
食事指導について，利用無群は「患者に食事指導

することは難しい」と中間群よりも考えている傾向
があった．手作りの食事で栄養バランスを調整して

いる学生は，その大変さを体験的に理解しているた
めに，食生活を変容する難しさを感じているのかも
知れない．薬学部の学生を対象に行った調査	�で
は，健康食品を利用している学生は健康食品を好意
的に判断しがちであると述べている．健康食品を利
用している看護学生も，健康食品を過大に評価して
いる可能性があり，手軽な方法で自分が食生活を整
えているために，患者への指導も難しくないと判断
している可能性が示唆された．健康食品利用時の問

題として，高橋
�は，食生活が改善したかのように
対象者に錯覚させることをあげている．看護学生に
は，健康食品に対する正しい知識を習得させ，自分
の食生活も改善すると同時に，患者に対して健康食
品利用の適切なアドバイスができるように教育が必
要であると考えられる．

結 論

看護学生を対象に，健康食品の利用状況と属性，
食生活，食習慣および食事指導の考え方について，
アンケート調査を行った．

�．健康食品を良く利用している学生は，外食や
買ってきた惣菜がほとんどという食生活をして
いる者が多かった．

�．健康食品を良く利用している学生は，他の学
生よりも太らないように注意している者が多
かった．
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� ．健康食品を利用していない学生は，患者に食事
指導することは難しいと考えていた．

� ．健康食品を利用する学生は，偏った食事や栄養
素の不足を補うために利用していると考えられ

た．

�．健康食品を自分も利用する学生は，食生活を改
善することを安易に考えている可能性が示唆さ
れた．

なお，本研究の一部は「第��回日本看護研究学会学術集

会」（����）において発表した．
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